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学生の興味に合わせて作成した疑似体験プログラムの検討
―高齢者観と学びのレポートから―
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鯵
に焦点を当ててプログラムを作成した。こ

れは，学生の興味に合わせたプログラムを

作成することで，学生自身が行動を起こ

し，より高い学習効果が望めるのではない

かと考えたためである。

以上のことから，本研究は老年看護学に

関する講義や実習を動機付けとして，学生

の興味に合わせて作成した疑似体験のプロ

グラムが，学生の高齢者観や学びへどのよ

うな影響を与えるのかを検討することを目

的とした。

はじめに

我が国の核家族化の進行に伴い')，高齢

者との生活経験のある若者が減少し，高齢

者をどのように理解したらよいのかが分か

らず，老年看護学実習でつまずく学生がし

ばしば見られる。このような状況の中，高

齢者理解を深める目的で「高齢者疑似体

験」（以下，疑似体験）を教育プログラムに

取り入れている教育機関が多く見られる2)。

過去の疑似体験に関する研究の焦点は学

習方法とその学習効果に当てられていた3~6)。

しかしどの文献も各教育現場においての

実践報告が中心で，実態調査研究の積み重

ねが行われている現状にあった。この結果

から，疑似体験プログラムはいまだ検討の

余地があると考えた。

このような背景から，本研究では一つの

試みとして，学生の体験したいという興味

鯵鯵研究方法

１）用語の定義

高齢者疑似体験：高齢者疑似体験セットを

着用した体験だけにとどまらず，高齢者

を理解するための生活の疑似体験を含む。



習Ｉ」は，高齢者を理解するための導入と

しており，地域で元気に生活している高齢

者の日常生活の様子や生きがいなどについ

て学習するため，２年次の６月に行われる。

２）研究対象

対象は，看護師養成所３年課程の２年生

で疑似体験学習を受講した36人のうち，研

究協力が得られた学生である。この学生が

記載した，疑似体験前後の高齢者観と体験

後の学びのレポートを基に研究を進めた。 ４）疑似体験のプログラム

高齢者疑似体験プログラムのプロセスを

図１に示す。

（１）疑似体験の実施時期

今回は，老年看護学に関する講義を疑似

体験の導入として活用するため,疑似体験の

実施時期を「老年看護学概論」と「老年臨床

看護Ｉ.Ⅱ」が終了する2004年２月とした。

Ｓ）老年看護学に関するカリキュラム

老年看護学に関するカリキュラムの進度

を表１に示す。

学生が受講する老年看護学のプログラム

は，２年次が学内での学習中心で，３年次

が実習中心である。ただし「老年看護学実
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２年次

老年看護学概論
(１単位：３０時間）

老年臨床看護Ｉ

(１単位：３０時間）

老年臨床看護Ⅱ
(１単位：３０時間）

老年看護学実習I
(１単位：４５時間）

Ｓ年次
」

老年臨床看護Ⅲ

(１単位：１５時間）

老年看護学実習Ⅱ
(１単位：４５時間）

老年看護学実習Ⅲ
(２単位：９０時間）



５）データ収集場所と期間

データ収集場所は，北海道内にある看護

師養成所３年課程の専修学校で，収集期間

は2005年１～２月である。

（２）疑似体験の実施項目

学生に対して，①疑似体験実施前に，本
プログラムの目的が高齢者理解を深め，高
齢者に対するイメージを広げることである

と説明し，②体験したい項目を記載し提出

してもらう。③研究者は，１人の気付きを

学生全員に共有してもらいたいと考え，１

人が記した項目を全員が体験できるよう

に，グループ編成と時間配分を検討しプロ

グラムを作成する。④実施項目が明らかに

なった後,,学生に対して疑似体験を行う目

的を再度確認し，方法，必要物品を記載し

た資料（資料）を配布して，グループごと

に打ち合わせの時間を設ける。⑤当日は，

体験場所と疑似体験セットの装着方法につ

いてのみ説明し，実施してもらう。

(Ｓ）実施グループの編成と実施場所

体験グループは，学生６人を１グループと

して６グループ編成する。使用スペースは，

実習室全般と学内のラウンジと廊下である。

そのスペースを「食事を体験する」「排泄を

体験する」「活動を体験する」に分けて，主

な物品を教員がセッティングする。そのほ

かに必要な物（食べてみたいお菓子など）

は，グループで相談して持ってきてもらう。

（４）疑似体験のレポートからの

データ収集

学生は青年期や成人期にあり，当然のこ

とながら老年期を体験していない。そのた

め疑似体験は，高齢者のイメージ化を助け

ることも目的としているため，疑似体験実

施前後に高齢者に対してどのようなイメージ

を持っているかレポートを提出してもらう。

また，今回の学びを確認するために，疑似

体験実施後に学んだことを記載してもらう。

（５）基本属性に関するデータ収集

対象の特性を知るために，「年齢」「性別」

｢高齢者との生活体験とその年数」「高齢者

を対象としたボランティア経験の有無とそ

の内容」のデータを収集する。

Ｓ）データの分析方法

データは，Berelson,Ｂ７）の内容分析の

方法に基づいて行う。この方法を選択した

理由は，本研究の目的が学生の高齢者観や

学びの内容を明らかにすることであるた

め，「表明されたコミュニケーション内容」

を対象としているBerelson,Ｂの手法が妥

当であると判断したからである。その段階

は次のとおりである。

①レポートは課題ごとに別々に分析す

る。②レポートの文脈を整理し，各課題に

関するデータを抽出する。③抽出された

データを，１文脈ごとに１記録単位とし，

④意味内容の類似性に従い，「サプカテゴ

リー」と「カテゴリー」を抽出する。

分類は看護教員３人で討議しデータの

一致率はスコットの計算式（実測値から偶

然一致率を除外する計算方法）に基づき算

出し検討する。

７）倫理的配慮

本研究は，学習内容の一部を使用すること

と，事前に承諾書を取らないことで，学生

に与える心理的，身体的侵襲は極めて低い

と考える。しかし,研究者の所属機関でデー

タ収集を行うため，研究協力を拒否するこ

とで，学生が学習上何らかの不利益を被る

のではないかと懸念することも予測できる。

そのため，本研究への参加を拒否しても

評価には全く関係ないこと，また，研究へ

の参加を中断することにおいて不利益を被

らないことを学生集団に説明する。さらに

データは，本研究の目的以外では使用しな

いことと，しかるべき学会などへの発表や

投稿を考えていること，秘密保持のため匿
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１ , ２グループ ３ , ４グループ ５ ， ｅグループ

Ｓ ， ４グループ ５ ， ｅグループ １ ， ２グループ

５ ， Ｂグループ １ 
， ２グループ ３ ， ４グループ

日時：2004年２月１３：００～（３，４講目）

場所：４階の基礎，老年，地域実習室（集合は地域実習室）

<実習方法〉

１．時間になったら，地域実習室で疑似体験セットの装着法の説明を受ける。

２「食事」「排泄」「活動」をローテーションに沿って体験する。

Ｓ・交代時間は，教員がその都度伝える。

<実施する内容〉

１．食事（基礎実習室）
● とろみを入れた飲み物を飲む．硬い食べ物を摂取する

･臥床したまま食事をする

･ベッド上座位で食事をする（ベッドの角度を変えてみる）

･エプロンをして食事介助を受ける（食事介助を行う）
● ロ腔内が乾燥した状態で食事を取る（ガーゼで唾液を拭く）

２排泄（基礎実習室と自宅）
● おむつでの排尿（パンツ用おむつを渡すので自宅で体験する）

･おむつを着けてもらう介助を受ける（介助する）
● おむつを着けて外見を確かめる

３．活動（地域実習室，階段, トイレ ， ２階ラウンジ，エレベーター）

<疑似体験セットとおむつを着けた状態で行う〉
● 歩行コース（１，３，５グループは逆周Iﾉ）：畳の部屋の布団に寝る→入浴場

→４階廊下→病院側の階段→ラウンジ→反対側の階段(つらい時はエレベーター

の使用可)→地域実習室（どの階でもよいのでトイレに入ﾚﾉ，一連の排泄動作

を行う。手すﾄﾉの付いているトイレを希望する人は，地域実習室を利用する）

･小銭を使ってジュースを購入する・前傾姿勢で歩行する

･調理の模倣を行う・新聞を読む

･食事をする・膝の曲げ伸ばし

･風船リハビリテーション

･バスの乗0ﾉ降0ノ（実際に行うことは無理なので,地域実習室への上0ﾉ下0ﾉで代用）

<終了後〉

後始末を終えて体験終了とする。



を読む」「風船リハビリテーション」など

の全18項目であった。

対象がこれらの項目を挙げた理由として

は，「実習では高齢者であっても活動的な

方が多かったが，身体機能が衰えてしまう

ことによって，活動がどのように制限され

るのかを体験したい」「講義で食べやすい

座位の姿勢を教えていただいたので，実際

に体験したい」など，講義や実習によって

動機付けられていた。また，「私の祖父は

膝が悪くなり，活動が限られた生活をして

いる。どのくらいの段差であれば安全に移

動することができるのかを体験したい」な

ど，自らの生活体験によって動機付けられ

ていた。

名で処理し，厳重に保管・管理することも

説明し，書面にて承諾を得る。

曇Jlf鱒結果

疑似体験のプログラムは，本研究の計画

どおりに実施された。

１）研究対象の特性

本研究への参加協力が得られたのは，学

生36人中36人で，男性１人，女性35人であっ

た。平均年齢は21.5歳（20～35歳）で，社

会経験のある対象は３人であった。高齢者

との生活経験が「ある」と答えた対象は９

人（25％）で，生活年数は半年から14年と

ばらつきがあった。また，高齢者に対する

ボランティア経験が「ある」と答えた対象

は５人（14％）で，内容は音楽演奏，ゲー

ム参加，独居老人宅の雪かきなどであった。

Ｓ）対象の疑似体験前後の高齢者観

対象の疑似体験前後の高齢者観を表２に

示す。ここでは，カテゴリーを【】，サ

プカテゴリーを［］で示し，記録単位数

をサプカテゴリー内に（）で示す。

（１）疑似体験前の高齢者観

疑似体験前の高齢者観から得られた素材

は150文脈で，高齢者観が記載されていた

144記録単位をデータとして扱った。一致

率は76％で，信頼性は確保されていた。疑

似体験前の高齢者観を分析した結果，４個

のカテゴリーと８個のサブカテゴリーが抽

出された。

【尊敬できる存在である】は，［自律して

いる存在である（27)］［人生経験が豊富で

ある（11)］によって構成されていた。【ラ

イフサイクルの一段階である】は，［統合

と絶望（１）］［同じ人間としての存在

(5)］によって構成されていた。［統合と

絶望］は，「人生をまとめる段階にある」

から抽出された。【個体差がある】は，［加

齢に伴う身体機能の低下（73)］［個人差が

大きい（８）］によって構成されていた。

【ネガティブな感情を持ちやすい】は，［身

２）疑似体験プログラムの内容

疑似体験プログラムの実施内容は，資料

に示したとおりである。

事前のレポートに記載されていた体験し

たい内容の総数は84個で,各対象からは１～

６個(平均2.3個)挙げられていた。項目は，

便宜上「食事」「排泄」「活動」に分類した。

実施時間は，各分類に対して１時間，開始

と後片付けに各30分を割り当て，合計４時間

を使用した。また，混雑を避けるためにグ

ループのローテーションを組んだ｡対象が具

体的に体験する項目は，次のとおりである。

食事の項目は，「とろみを入れた飲み物

を飲む」「エプロンをして食事介助を受け

る」などであった。排泄の項目は，「おむ

つを着けてもらう介助を受ける」「おむつ

を着けて外見を確かめる」などであった。

活動の項目は，疑似体験セットとおむつを

着けた状態で，「歩行する」「小銭を使って

ジュースを購入する」「調理の模倣」「新聞
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サフカテコリー単位数

いた以上だがイメージは同じである」など

から抽出された。

体変化に伴い否定的な感情を持ちやすい

(11)］［孤独である（８）］によって構成さ

れていた。［身体変化に伴い否定的な感情

を持ちやすい］は，「体の変化に気持ちが

付いていけず,不安や苦しみがある」から，

[孤独である］は「社会との接触が減少し

ている」などから抽出された。

（２）疑似体験後の高齢者観

疑似体験後の高齢者観から得られた素材

は152文脈でぅ高齢者観が記載されていた

20記録単位をデータとして扱った。一致率

は95％で，信頼性は確保されていた。

疑似体験後の高齢者観を分析した結果，

４個のカテゴリーと５個のサブカテゴリー

が抽出された。【尊敬できる存在である】

は，［自律した存在である（２）］によって

構成されていた。【個体差がある】は，［加

齢に伴う身体変化（８）］［生活の質の低下

(1)］によって構成されていた。［加齢に

伴う身体変化］は「体力の低下がある」か

ら，［生活の質の低下］は「楽しみが奪わ

れる」から抽出された。【ネガティブな感

情を持ちやすい】は，［孤独である（１）］

によって構成され，「楽しくできない」か

ら抽出された。

【変化がない】は［前のイメージと同じ

である（８）］によって構成され，「思って

４）疑似体験で得られた学び

疑似体験での学びを表Ｓに示す。学びの

レポートから得られた素材は904文脈で，

学生の学びが記載されていた292記録単位

をデータとして扱った。一致率は95％で，

信頼性は確保されていた。疑似体験後の学

びを分析した結果，８個のカテゴリーと２２

個のサブカテゴリーが抽出された。

【食事の満足感】は，［対象理解（２）］［と

ろみ剤は満足感がない（９）］［食事の援助

方法（29)］によって構成きれていた。［対

象理解］は「介助者が味見をして味を知る

ことが大切である」などから，［とろみ剤

は満足感がない］は「おいしくない」など

から，［食事の援助方法］は「本人の好み

に合わせたかかわりの重要性」などの記述

から抽出された。

【食事介助者の姿勢】は，［対象の心理を

知る（８）］［口腔ケアを行う必要性の理解

(2)］によって構成されていた。【誤嚥予

防】は，［対象の特徴（６）］［食品形態の

選択（18)］［食事の援助方法（23)］によっ

て構成されていた。【排泄における患者心

理】は，［おむつ装着に伴う苦痛（14)］［対
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自律している存在である（27）

人生経験が豊富である（11）

統合と絶望（１）

同じ人間としての存在（５）

ｶﾛ齢に伴う身体機能の低下（73）

個人差が大きい（８）

身体変化に伴い否定的感情を持ちやすい（11）

孤独である（８）

i鑿i霧篝霧ii霧 自律した存在である（２）

加齢に伴う身体変化（８）

生活の質の低下（１）

蕊;|露11篝篝 孤独である（１）

前のイメージと同じである（８）



塞口奪鯵考察

１）抽出された疑似体験の内容

対象の中には，高齢者との同居やボラン

ティア経験などにより，高齢者と交流のあ

る者もいたが少数であった。そのため，ほ

とんどの対象が高齢者に対するイメージを

持ちにくい状況にあったことが分かる。

そのような中で，対象が体験したい項目

を挙げた理由は，生活体験だけではなく実

習や講義での経験からであった。これは，

講義を聴いただけではイメージしにくいこ

とや，実習で自分たちが感じたことによっ

て動機付けされたものと推測する。つまり，

講義や実習での経験が，高齢者理解を深め

ようとする欲求に影響したものと考える。

２）疑似体験前の高齢者観

対象は,高齢者に対して【個体差がある】

に含まれた［加齢に伴う身体機能の低下］

や，【ネガティブな感情を持ちやすい】な

どのネガティブなイメージを持っていた。

これは，生産性が重視される現代では，年

を取るということからは衰えを想起しやす

い社会通念が背景にあることや，講義で一

般的に言われている高齢者の身体的・心理

的・社会的変化に対する知識が際立って見

られたものと考えられる。

一方，【尊敬できる存在である】に含ま

れていた［自律している存在である］［人

生経験が豊富である］など，ポジティブな

イメージも抽出されていた。これは，老年

看護学実習Ｉで高齢者と共に活動し，交流

を持つ中で高齢者の人生の価値に触れたこ

とで，高齢者を尊敬できる存在として位置

付けていたことが予測できる。

このように，老年看護学の講義において

ネガティブなイメージに傾きやすい時期

に，老年看護学実習Ｉのような元気な高齢

者と接する機会を持つことは，ポジティブ

象の気持ちに配慮した援助（20)］によっ

て構成されていた。【排泄援助に必要な視

点】は，［対象理解（６）］［排泄の援助方

法（24)］［経済的側面（４）］［予防的援助

(2)］によって構成されていた。【高齢者

の活動の特徴】は，［対象の心理を知る

(5)］［白内障による変化（８）］［身体能

力の低下（49)］によって構成されていた。

【活動援助に必要な視点】は，［安全につな

がる援助（８）］［安楽につながる援助

(12)］［自律のための援助（20)］によって

構成されていた。【疑似体験の全体的な学

び】は，［共通技術の必要性（６）］［学習

したことの今後の活用法（17)］によって

構成されていた。［共通技術の必要性］は

｢コミュニケーション技術」などから，［学

習したことの今後の活用法］は「今後の看

護に生かしたい」などから抽出された。
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食事の満足感

対象琿鰹（②）

とろみ翻Iは満早感がない（９）

食事の援助方法（29）

食事介助者の
姿勢

対象の心理を知る（８）

口腔ケアを行う必要性の理解（２）

誤嚥予防

対象の特徴（６）

食品形態の選択（18）

食事の援助方法（23）

排泄における
患者心理

おむつ装着に伴う苦痛（14）

対象の気持ちに配慮した援助（20）

排泄援助に
必要な視点

対象理解（６）

排泄の援助方法（24）

経済的側面（４）

予防的援助（２）

高齢者の
活動の特徴

対象の心理を知る（５）

白内障による変化（８）

身体能力の低下（49）

活動援助に
必要な視点

安全につながる援助（８）

安楽につながる援助（12）

自律のための援助（20）

Ｌ 

疑似体験の
全体的な学び

共通技術の必要性（６）

学習したことの今後の活用法（17）

￣￣ 



ことにつながったのではないかと考える。なイメージを持つことにつながったものと

考える。

1二J二J■鱗まとめ
Ｓ）疑似体験後の高齢者観

変化があったのは，【個体差がある】に

含まれた［加齢に伴う身体変化］［生活の

質の低下］など，疑似体験後にはネガティ

ブなイメージが強くなったことである。

野村8)は，「シミュレーションのデメリッ

トの第一は，その用い方により『負の体験」

に偏ると，加齢や健康障害が，欠損状態と

して意識される危険性がある」と指摘して

いる。本研究の対象が持った高齢者のイ

メージにおいても，疑似体験前ではバラン

スの取れた高齢者のイメージが見られたに

もかかわらず，疑似体験後にはネガティブ

なイメージが強調されている傾向が見られ

た。これは，徐々に身体機能が低下する高

齢者と比較して，疑似体験セットを装着し

た途端，突然体が不自由になったことで，

強いインパクトを感じたことが影響したも

のと考える。

以上のことから，老年看護学に関する講

義や，生き生きとした高齢者と過ごす機会

を設けた実習を動機付けとして，学生の疑

似体験プログラムを作成した結果，次のよ

うなことが分かった。

・学生は，体験したい項目を生活体験だけ

ではなく，講義の内容や実習での体験か

ら導き出していた。

・疑似体験前の高齢者観は，ネガティブな

イメージだけではなく，ポジティブなイ

メージも抽出された。

・疑似体験後の学びには，ネガティブなイ

メージを題材としたものが多く見られた

が，それらは看護援助にまでつなげるこ

とができていた。

本研究は，第17回日本看護学校協議会学

会福島大会で発表したものを，論文として

まとめた。

４）疑似体験における対象の学び

主に見られた学びは，【食事の満足感】

に含まれていた［とろみ剤は満足感がな

い］などのネガティブなもので，疑似体験

前に見られた【尊敬できる存在である】な

どの，ポジティブなイメージに付随したも

のは少なかった。

しかし，【食事の満足感】に含まれた［対

象理解］［とろみ剤は満足感がない］［食事

の援助方法］に見られるように，対象は実

体験を対象理解につなげ，援助方法を考え

ることができていた。これは，対象が看護

学生として学ぶ中で，問題解決型の思考が

身に付いていたことが影響したものと考え

る。そのため，ポジティブなイメージを題

材とした学びよりも，ネガティブなイメー

ジを題材とした学びが多く見られるという
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